








































































































































































































































































































































































































L／年 千円／年 GJ／年 % t-CO₂ %
－66 －87,044 234,000 11,002 7,738 12.5 534 13.5
出典：埼玉県（2009、p. 2１）を一部抜粋。
　個別の省エネルギーメニューは表 3 の通り主に 4 つの方法が想定されて
いた。 １ つめの方法として熱源高効率化では空冷式ヒートポンプチラーの
増設、灯油焚吸収式冷温水発生機の単純更新（ １ 台分）、更新する冷却水































4,373,880 4.9 43,000 9.8 採用
・ 更新する冷却水 １
次 ポ ン プ に イ ン
バータ制御を追加
404,775 0.5 3,000 7.4 採用
・ 更新する冷温水 １
次 ポ ン プ に イ ン
バータ制御を追加






















1,485,611 1.2 10,600 7.1 採用
・高輝度誘導灯 179,798 0.2 4,900 27.3 採用















































































OFFSET FORUM ホ ー ム ペ ー ジ　www.j-cof.go.jp/j-ver/credit.html  2016年
12月17日閲覧。）と公表されている。他方、J-クレジットの平均価格は2018
年4月には1,724円／ t- CO₂（J- クレジット制度ホームページ　japancredit.
go.jp/tender/data/nyuusatsukekka_05.pdf　2018年7月9日 閲 覧。）、2016年6月
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